





































































































































































　調査時期　2018年 9 月より2019年 6 月まで
　調査対象　筆者が担当する大阪府A大学及び兵庫県B大学の教職課程履修者、1年生から 4
年生、科目等履修生、男性61、女性84、計145名。いじめに関する研究資料と
しての調査趣旨を説明し、授業内に任意回答の形式で実施した。
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（2）質問紙の概要
　以下のような質問内容で実施した。
Ⅲ　結果
　「四層構造」、「いじめ問題の取り組み方への基本認識」に焦点をあてた結果が、表７から
表13である。
表６　質問内容
１　中、高校時代をふりかえって、あなたのクラスに、「いじめ」はありましたか？
　中学時代
　　（　）あった　　　　　(　)　なかった
　＊あった場合それはどんな場？
　　１　主として学校内　　　２　主としてネット　　３　学校内とネットの両方
　高校時代
　　（　）あった　　　　　(　)　なかった
　＊あった場合それはどんな場？
　　１　主として学校内　　　２　主としてネット　　３　学校内とネットの両方
２　「いじめ」があった時、あなたの主としてどの立場にありましたか？　あてはまる（　）に○を入れてください。
　①　いじめグループの一人であった。（その取り巻きだった）。（　）　　　
　②　いじめに直接かかわってはいないが、時にはその観衆・客（周囲でおもしろおかしく見ている）になる時もあった。（　）
　③　観衆・客でもないが、傍観（関与はしないが周囲でみていた、何も注意等はしない）していた。（　）
　④　時にはいじめっ子に注意や仲裁、先生に報告したこともある。（　）
　⑤　いじめられる当事者であることが多かったので、答えられない。（　）
　＊　上の①から④に該当する質問に、以下一つ答えてください。
　①と答えた方は、何故いじめていたのですか。当時の様子（行動や心理面）を約50字で書いてください。
　②と答えた方は、何故、おもしろおかしく見ていたのですか。約50字で観衆・客になっていた理由、心理状態を
　　書いてください。
　③と答えた方は、何故、見ているだけで、注意等、先生に報告できなかったのですか？その理由を約50字で書い
　　てください。
　④と答えた方は注意や仲裁、先生への報告等に躊躇やいじめっ子への怖れはなかったですか？仲裁、注意、報告
　　等ができた理由は何だと考えますか？約50字で書いてください。
３　「いじめは、いじめっ子が100％悪い（いじめる側に問題がある）」や、「いじめられる側にも問題がある、という
　考え方は絶対に認められない」という考え方に対して、あなたはどのように思いますか。最も自分の考えに近いも
　のを①から③の中から1つ選び、またその理由を20 ～ 50字くらいで書いてください。
　①　賛成、参同できる
　②　何か少し違和感がある
　③　あまり賛成、賛同できない
４　善意や無意図的にやった「いじめ（心身の苦痛を感じ訴えている）」に対しては、どのように指導しますか？
　次の中から、あなたの対応に最も近いものに（　）に○してください。
　①　「いじめ」とは認識せず、相手（いじめられっ子）にもその趣旨を伝え理解してもらう。（　）
　②　善意や、無意図といっても、相手が心身の苦痛を感じ訴えているのであれば、「いじめ」と認識し、いじめっ
　　子を指導する。（　）
　③　いじめと認識するには、微妙なところがあるので、１でも２でもない対応。（　）
５　中学、高校時代の学校や先生の「いじめ」問題への取り組み（起こった時や予防策）は十分なものでしたか？
　中学時代
  　１　十分な対応、取り組みだった　　２　まあまあ　　３　あまり　　４　全く不十分な対応、取り組みだった
　高校時代
 　 １　十分な対応、取り組みだった　　２　まあまあ　　３　あまり　　４　全く不十分な対応、取り組みだった
６　教員になった場合「いじめ」問題に対応していく自信はありますか
  １　はい（自信あり）　　２　まあまあ　　３　あまり　　４　いいえ（自信はない）
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１　四層構造における傍観者
　いじめの立場・立ち位置に関しては、「観客」で13.6％、「傍観者」が58％、そして「注意
等積極的に関与」できたものが21.6％であった（表７）。また、傍観していた理由をカテゴ
ライズしたものが表８になる。傍観者であったと回答した51名のうち無回答を除く46名の内
容になる。いじめの「自分への飛び火の憂慮・不安」から（14人、30.4%）、「いじり、悪ふざけ、
いじめではないと認識」（７人、15.2%）、「先生が介入していると思っていた」（５人、10.8%）、「い
じめられる側にも原因がある」４人、「かかわるのが面倒・嫌・関心無し」３人、「いじめっ
子との関係配慮（友人等）」３人、「いじめられっ子との関係希薄」２人、「その他」である。
　また、「注意等積極的に関与」できた理
由が表９になる。「自分の正しいと思う
ことをしただけなので何もこわくなかっ
た」等、個人の持つ性格的特性もあるが、
いじめは決してゆるされないものといっ
た強い意思を表明されているものが多数
いた。
表７　いじめ時の立場・立ち位置（四層構造）
有効パーセント度数
1
12
51
19
5
88
1.1
13.6
58.0
21.6
5.7
100.0
有効数 いじめグループの一人
観衆・客
傍観者
注意や仲裁、先生に告げる
いじめられっ子
合計
表８　傍観者の立場にいた理由のカテゴリーと回答例
カテゴリー 回答例（抜粋、要約を簡略記載）
・いじめの自分への飛び火の憂慮・
  不安から（14人、30.4%）
・いじり、悪ふざけ、いじめではな
  いと認識（7人、15.2%）
・先生が介入していると思っていた
  （5人、10.8%)
・いじめられる側にも原因がある
  （4人）
・かかわるのが面倒・嫌・関心無し
  （3人）
・いじめっ子との関係配慮（友人等）
  （3人）
・いじめられっ子との関係希薄
  （2人）
その他（8人、17.3%)
・次のターゲットにされる危険があったため
・自分に被害が及ばないようになるべく関わりたくなかった
・注意をすると次は自分が狙われるのではという恐怖
・助けたいと思ったけど巻き込まれたくなかった
・注意報告することでいじめグループから無視、いじめがあるのではと思った
・本人から聞くまでいじめとわからなかった（おちょくり）と思っていた
・いじめというより悪ふざけやノリという面もあったので
・当時はいじめだと認識せずいじりのように思っていた
・いじめというより、いじりの延長と考えていたため
・知った時は先生が介入していたので
・先生がそのことを知っていたため言わなかった
・先生も注意していたので報告する必要はないと思っていた
・当時はいじめられる側に原因があるように思っていた
・自分もいじめられっ子に不満や嫌いな部分があったので
・いじめをしているようなくだらない人とはかかわりたくなかった
・ややこしいことに関わりたくなかったので
・自分は見ているだけだから関係ないと思っていた
・実行犯が仲の良い人たちで、中学時代からその人たちは一番偉い感じになっ
  ていた
・両方ともに親交が深くなかったため
・いじめの双方に関わりはなかったので、声をかけずらかった
・何をどうすれば良いのか分からなかった
・相談に来たら先生に報告するつもりだった
・異性同士だったので介入が難しかった
・学級内にヒエラルヒーがあった
・関わることが良いのかどうかわからなかった
自由記述記載者数46名
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２　いじめの基本認識
　表10から、「いじめは100%いじめる側が悪い、いじめる側に問題あり」という考え方に
27.6％が賛同するといった結果になった。表11は賛同すると回答した者の、その理由の自由
記述をカテゴライズしたものと回答例である。賛成、賛同としての比率としては低いものだ
が、その賛同理由として、「どんなことがあってもいじめは絶対に許されないと考える」、「い
じめる側に原因があっても相手を抑圧していることは許されることはない」等、毅然とした、
正しい、いじめ認識が語られていた。
　表12は、「何か少し違和感」がありの理由であるが、「いじめられっ子にも少しはその経緯
において、いじめられる理由があるのでは」、「いじめっ子の社会的・家族的背景も考慮して」
等から「違和感があり」という判断になっている。
　表13も、いじめ定義に関連する、正しい基本認識を問うたものであるが、ここでは、正し
い認識のできている者が約54％、間違った者が約46％あり、正しいいじめ認識が半数強しか
できていない状況であった。
表９　いじめっ子に注意や仲裁、先生に報告した理由（要約を簡略記載）
・怖れはなく、理不尽で見ていて気分が悪かった。同じように感じる友人も多数いて先生にも報告しやすかった。
・自分の性格上、人にどう思われてもたいして気にしないし、先生に報告しいじめられても空手上段者なので余裕。
・自分の正しいと思うことをしただけなので何もこわくなかった。
・暴力やネットでの中傷は犯罪だと認識していたし、先生に言えば公務員でお金もらっているので伝えた。
・暴力になるようないじめでもなかったので、怖くはなかった。
・担任は無理でも学年主任は対応してくれると思っていたので。
・見てて不愉快なので言った。
・SNSで証拠も残っており、先生が名前を伏せた上で注意するので。
・いじめっ子とも仲がよかったので。
・報復があれば、学校に行くのを止めれば良いだけだと考えていた。
・いじめっ子が個人的に嫌いだったので告げることに躊躇はなかった。
自由記述記載者数15名
表10　いじめは、いじめ側が100％悪い（いじめる
　　　側に問題）への認識
有効パーセント度数
40
89
15
144
27.8
61.8
10.4
100.0
有効数 賛成、賛同できる
何か少し違和感
あまり賛成、賛同できない
合計
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表11　「いじめはいじめる側が100％悪い」への賛同理由のカテゴリーと回答例
カテゴリー 回答例（抜粋、要約を簡略記載）
・無条件に賛同（18人、42%）
・いじめられる原因があっても絶対
  許されない（12人、28%）
・言葉で言えばすむこと （3人、7%）
その他（7人、16%）
・どんなことがあってもいじめは絶対に許してはいけないと考えるので
・いじめを正当化する理由などないので
・いじめは相手が心身の苦痛を感じるもので、してはいけないと考える
・いじめは自分の享楽、好奇心のためにやっているしか思えないので
・やることは犯罪だし取り締まらないのはおかしい
・いじめられっ子を経験したが、いじめられる理由は何も無く（いじめっ子が
  気に入らないだけ）いじめていたので、100％向こうが悪い
いじめられる側に原因があっても、いじめる側が相手を抑圧していることがゆ
るされることではないので
いろいろ理由はあるにしてもしてしまった時点で悪いと思うので
理由が何であれいじめて良い理由にはならないから
人間は誰とでも仲良くできないので、嫌いな人ができるのは仕方ないがどんな
理由にせよ人を傷つけていい理由にはならない
・相手に問題があればいじめではなくて言葉で伝える方法はあるので
・自傷者、自殺者をださないためにも
・どれだけの心身の苦しみを与えられたかと考えると本当につらい
・いじめる側が100％悪いと教えられてきたので
・子供たちの学校生活を気持ちよく送ることを阻害し、いじめる側が悪いとし
  ないと、いじめは無くならない
自由記述記載者数40名
表12　「いじめは、いじめる側が100％悪い」に対して「違和感あり」の回答理由カテゴリーと回答例
カテゴリー 回答例（抜粋、要約を簡略記載）
・いじめられる側にも非はある
  （38人、50%）
・社会的・家族的背景があると思う
  ので（15人、19%）
・100％というのに違和感
  （7人、9%)
・長い両者のプロセスがあると思う
  ので（5人）
・お互いさま（3人）
その他（9人、17.3%)
・いじめる側が基本的には悪いがいじめられる側にも何らかのきっかけがない
  といじめられないと思う
・いじめられる側にもコミュニケーション能力やルールを守ることに欠けてい
  ることもあると思うので
・いろいろなケースがあり状況にもよると思うので
・お互いが悪いと思うので
・賛同できるが、いじめられる側の人が空気を読めなかったり、自業自得的な
  ところもあると思うので
・個人だけではなく、家族や社会的な背景があると思うので
・いじめっ子にも問題はあるが、クラスのせいもあると思うので
・いじめっ子も悪いがそのような環境をつくる周囲も悪いように思う
・いじめっ子も悪いが傍観していることにも問題があると思うので
・絶対とか100％とか中身を知らないのに決めつけてはいけない
・あらゆるケースを想定して対応する
・100％に違和感がある
・いじめは許されないことだが過去に誰かをいじめていたかもしれないので
・いじめられている方が以前はいじめっ子でその仕返しかもわからない
・お互い悪いと思うので
・双方の何か背景があると思うので
・いじめの定義にもよるが、全ての人を平等に好きになり仲良くしなさいとい
  うのは不可能
・私がいじめられていた時、先生がいじめられる側にも問題があると言った
・いじめる側も悪いが止めてほしいと言う勇気も必要
・些細なことでいじめられたと嘆いているように思えるので
・両者とも繊細な時期なので人との関わり方を間違えることもあると思う
・生活態度を注意したら「いじめられた」と言って学校にこなくなったので
自由記述記載数77名
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Ⅳ　考察
１　傍観者になる理由
　表７の「傍観者」が60％弱、そして「注意等積極的に関与」できたものが20％強という結
果から、傍観者の立場にある生徒が「注意等積極的に関与」の立場に変われば、いじめの四
層構造にも相当程度変化がみられるのではないか。あらためて傍観者を減らすことの重要性
を感じる。
　傍観者になる理由としては、「次のターゲットにされる危険があったため」「助けたいと思っ
たけど巻き込まれたくなかった」「注意をすると次は自分が狙われるではという恐怖」といっ
た「自分への飛び火の憂慮・不安」を理由にあげるものが多い。このことから、いじめを報
告しても、いじめっ子からの報復等の不安、憂慮が無い学級づくりの重要性を感じる。
　また、「いじり、悪ふざけは、いじめでないと認識」として、傍観していた者もあり、こ
のことからも「悪ふざけ」、「いじり」がいじめの芽に成り得るという、いじめの正しい定義、
認識について、養成段階での徹底した指導の必要性を実感した。
　森田が示したように、傍観者の心的特性は「便宜的同調」という、いじめでは局外に立ち
ながらも、決して加害者や観衆には批判的な意識をもたず、むしろある部分では共感を示し
つつ、ほかの級友たちとも安定した人間関係を築ける点にある８）。良くも悪くも傍観者集団
は人間関係能力が秀いでており、この特性を考慮した上で、傍観者が仲裁者に転向する教育
的刺激の内容については、今後の課題としたい。
　一方、約20％ではあるが、傍観者にはならず、「注意等積極的に関与」できた者がいた。「自
分の性格上、人にどう思われてもたいして気にしない」等の個人的な特性もあるが、「暴力
やネットでの中傷は犯罪だと認識」といった正しいいじめ認識を持ち合わせていたことが、
関与できた理由とも考えられる。同時に「怖れはなく・・・、同じように感じる友人も多数
いて、先生にも報告しやすかった」、「担任は無理でも学年主任は対応してくれると思ってい
た」等から、いじめが発生した時に、担任を含め、抵抗なく教員へ伝達できるクラスでのルー
ル作りも重要と考える。
　また、表14から、いじめ発生時の子どもの対応として、学校種が上位になるにつれて、傍
観的態度をとる比率が高くなることが分かる。このことからも、小学校、中学校等の早い段
階から、傍観者の立場に立つことの問題点を強く意識化させることが重要と考える。
表13　善意や、無意図的ないじめへの認識
有効パーセント度数
78
17
50
145
53.8
11.7
34.5
100.0
有効数 １．相手が心身の苦痛をかんじていればいじめと認識する
２．いじめと認識せず相手にもその趣旨を伝え理解してもらう
3．微妙なところがあるので、１でも２でも無い
合計
８）森田洋司・清水賢二、前掲書、142-143頁。
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２　いじめの基本認識
　表10の通り、「いじめは100%いじめる側に問題あり、悪い」に27.6％が賛同するといった
結果になった。前回調査・表５においては、この考えに「理解できる」は17.6％で、今回は
前回に比べ10%は高くなっているが、依然として4人に3人は「100%理解できる」にはなって
いない。
　「いじめは100%いじめる側に問題あり、悪い」という認識に、「違和感あり」と答えてい
る理由として、「いじめられる側にも非がある:50%」、「長い両者のプロセスがある」、という
ものがある。この思考プロセスは過去の児童、生徒時の学校生活体験の中で形成されたもの
だと考えられるが、ここでの認識を教職就任時まで持ち越さないということが重要と考える。
教員としての立場になった時に、いじめがあったという事実のみに着眼し、両者にいかなる
プロセスがあろうと、まずは、いじめ発生時点からの事実経緯に目を向け、いじめ被害者の
立場に100％立つという認識を、養成段階で徹底することが重要と考える。
　表13から、「善意や無意図的にやったいじめは、いじめでないと認識」といった、明らか
に「いじめ」であるにもかかわらず、「いじめ」ではないと認識していたものが半数近くも
あり、いじめの正しい定義、認識について、あらためて養成段階での徹底した指導の必要性
を感じた。
　また、表15はいじめによる自死数の近年の推移であるが、依然として、厳しい状況は続い
ている。この状況からも、いじめ問題は、いじめ防止対策推進法第３条、３項の「いじめの
防止等のための対策は，いじめを受けた児童等の生命及び心身を保護することが特に重要で
あることを認識しつつ，国，地方公共団体，学校，地域住民，家庭その他の関係者の連携の
下，いじめの問題を克服することを目指して行われなければならない」の視点を養成段階の
軸とすることがきわめて重要と考える。
表14　クラスの誰かが他の子をいじめているのを見たときの
　　　対応の構成割合
「止めろ」と言って止めようとする
先生に知らせる
友達に相談する
別に何もしない
中学生 高校生小学校 5，6年生
24.1%
39.7%
22.1%
14.1%
13.4%
25.1%
39.7%
21.8%
15.1%
14.8%
44.3%
25.8%
厚生労働省『平成21年度全国家庭児童調査結果の概要』24頁より
表15　いじめによる自殺者数の推移
小学校
中学校
高等学校
合計
平成29
0
1
1
2
平成28
0
4
2
6
平成27
0
1
0
1
平成26
0
2
1
3
平成25
1
2
2
5
平成24
0
2
1
3
平成23
1
2
1
4
平成22
0
3
1
4
平成21
0
3
4
7
平成20
0
5
6
11
増田健太郎「いじめ・自殺の現状と対応」『臨床心理学』第16巻第6号639頁, 2016年に警察庁統計
平成27、28年、29年を加え作成
